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検査時間は50分で,終 わりは午前11時00分です。

声を出して読んではいけません。

解答はすべて解答用紙に明確に記入し,解 答用紙だけを提出しなさい。

答えに根号が含まれるときは 根 号をつけたままで表しなさい。

解答を直すときは, されいに消してから 新 しい解答を書きなさい。

受検書号を解答用紙の決められた欄に記入しなさい。

妻



〔問

次の各間に答えよ。

1〕 連生王⊇些■
≠昇
上翌空≧=里_王I亨

ず
垣1を 計算せよ。

〔聞2〕 二次方程式(3,+2)(r-1)‐ 2(■+8)を解け。

〔問3〕 4,2_42_51=0を 浦たす自然数,,4の 値をすべて求めよ。

〔間4〕 右 の図は,線 分ACを 直径とする日0で あり,2点

B,Dは 円0の周上にある点である。

4点A, B, C,Dは 右の図のように並んでおり1

互いに一致しない。

点Bと 点Dを 結E線 分BDと 線分ACの 交点を

Eとする。

点Aと点B ttCと 点D, 点 0と点Bをそれぞれ

結ぶ。

∠AOB=∠ EDC,∠ DCE=押 のとき,Iで

示した∠OEBの 大きさは何度か。

〔問5〕 1か ら6までの目の出る大小1つずつのさいころを同時に1回技げる。

大きいさいころの出た目の数を″,小 さいさいころの出た目の数をあとするとき,

字
・
号
の値力t整数になる確率を求めよ。

ただし 力 小2つのさいころはともに,1か ら6までの日の出る確率はすべて等しい

ものとする。
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臣∃ 右
の図1は,正 六角形ABCDEFで ある。

1辺の長さが2cmの とき,次 の各間に答えよ。

〔問1〕 解答柄に示した点Bと 点Fを もとにしてす

正六角形ABCDEFの 辺ABと 辺AFと なる

線分をそれぞれ定規とコンパスを用いて作図し,

点Aの位置を示す文字Aも 書け。

ただし作国に用いた線は消さないでおくことっ

〔問2〕 田1の正六角形ABCDEFに おいて 頂 点Aと 頂点D 頂 点Bと 頂点E

頂点Cと 碩点Fを それぞれ結んだ場合を考える。

正六角形ABCDEFの 3つの対角線AD BEICFは 1点で交わり,そ の

交点を0と する。

1辺の長さ2cnの正六角形PQRSTUを 考える。

正六角形PQRSTUに おいて.頂 点Pと頂点St頂 点Qと 頂点T 頂 点Rと

頂点Uを それぞれ結ぶ。

正六角形PQRSTUの 3つの対角線PS QT, RUは 1点で交わり そ の

交点をNと する。

2つの正六角形は,そ れぞれ3つの対角線AD,BE.CFと 3つの対角線PS

QT. RUに よっていずれも6つの合同な正三角形に分けられる。

次の (1)(2)に 答えよ。

(1)右 の図2は,点 Nと 頂点Fが 一致 して

辺AFと 辺PQ,辺 EFと 辺RSは それぞれ

変わり 辺 AFと 辺PQの 交点をG ttEF

と辺RSの 交点をHと した場合を表して

いる。

ただし 2つ の正六角形の積点はいずれも
一致しない。

2つの正六角形が重なる部分の五角形

NGQR■ の面積は2ッ写cln2でぁることを

説明せよ。

(2)点 0と 点Nが 一致して,∠ AOP=30° の場合を考える。

2つの正六角形の重なる部分の面積は何cll12ヵち

田 2
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右の日は,点 0は原点,曲 線は関数J=十 ,'のグラフ

を表している。

3点 P,Q, Rは 曲線上にある点で,点 Pの■座標を″,

点 Qの I座標をあ,点 Rの ″座標を`とする。

ただし, 2く′くう o=毎
井
であるとする。

点Pと点Q.点 Qと 点R.点 Rと点Pをそれぞれ結ぶ。

原点0か ら点 (1 0)ま での距樺,お よび原点0か ら

点 (0,1)ま での距離をそれぞれlclnとして,次 の各問

に答えよ。

〔間1〕 点 Rと原点0が一致し,PR=QRl PQ:PR=2W5を 満たすとき,あ―″の

値を求めよ。

〔問2) あ ―a=4と する。

次の(1),12jに答えよ。

(1)△ PQRの 回碩が2領Pになることを説明せよ。

(2)“ =-1の とき。線分PQ LIこあり,ィ座標が2の点をMと する。

点Mを 通り,△ PQRの 面積を2等分する直線の式を求めよ。
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1瓦  右
の図1で セ 体ABCD― EFGHは , 1辺 の長さ 図 1

が20cmの立方体である。

次の各間に答えよ。

〔問1〕 右 の国2は 図 1において,辺 BC,辺 CC.

辺GH上 にある点をそれぞれ Iす」 Kと し,

点Aと点 I tt Iと点J tt」 と点K ttK

と点Eをそれぞれ結んだ場合を表している。

A IttI J+J KttKE=2 cmと する。

夕の値がもっとも小さくなるとき, 2の値

を求めよ。

〔田2〕 図 11=おいて 点 Pは頂点Aを 出発し 立 方体の辺上をA→ B→ C― G→ Hの順に

毎秒2cmの 速さで動き,40秒 後に頂点Hに到達する点である。

点Qは 点Pが 頂点Aを 出発してから10秒後に頂点Aを 開発し 点 Pと 同じ順に

同じ速さで動く点である。

点Rは 点Qが 頂点Aを 出発してから10秒後に頂点Aを 出発し 点 Pと Hlじ順に

同じ速さで動く点である。

次の (1)(2)に 答えよ。

図 2

(1)右 の図3は 点 Pが 頂点Aを 出発して

から25秒後のとき 点 Pと 点Q ttQと

点R,点 Rと 点Pを それぞれ結んだ場合

を表している。

△PQRの 面積は何cm2か。

ただし 答 えだけではなく 答 えを

求める過程がわかるように,途 中の式や

計算なども書け。

(2)点 Sは 点Rが頂点Aを 出発してから10秒後に頂点Aを 出発し 点 Pと 同じ

順に同じ速さで動く点である。

点 Pが 頂点Aを 出発 してから35秒後のとき 点 Fと 点 P tt Fと 点Q

点Fと点R ttFと 点S ttPと 点Q,点 Qと 点R ttRと 点S ttSと 点P

をそれぞれ結んだ場合を考える。

立体FPQRSの 各債は何cmaか。

図 3
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